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　遠くの高校へ通う生徒に対する
交通費助成問題は、釈然としない
まま今も私の頭を悩まし続けてい
ます。この問題は、最近では倉吉
市で議論になり、注目を浴びたの
でご存知の方も多いでしょう。
　倉吉市は「倉吉の教育は倉吉で
責任を持ってあたる」として助成
をしていませんでした。ところが、
「他の自治体に暮らす生徒は助成し
てもらっているのに不公平だ。就
学の機会均等の原則にはずれる」
という高校生（米子市内の高校へ
通学）の主張に押され、方針転換
を余儀なくされました。
　この主張は分からないでもあり
ません。「すべての国民は、法律の
定めるところにより、その能力に
応じて、ひとしく教育を受ける権
利を有する」（日本国憲法第26条第
１項）からです。
　ですが、教育関係者によると、近

年、県中部から東
部や西部へ流出す
る生徒が多くなっ
ています。この現

状を知ると、本当にこれで良いの
かと思います。米子や鳥取の高校
へ通う生徒に交通費を助成すれば、
中部地区からの生徒流出は間違い
なく加速するでしょう。
　私は、県内他地区や県外から流
入する生徒にこそ助成をすべきだ
と考えます。生徒の増加や地域人
口の増大は地方に暮らすみんなの
願いです。高校まで地元で暮らす
と、例え県外に進学や就職しても
「Ｕターン希望」が強くなる、とい
う調査結果もあります。
　島根県立隠岐島前高校は、全国
各地から生徒が集まる高校へＶ字
回復したことで有名です。地元海
士町は、島外から入学する生徒に
寮費・食費（月２万円）や里帰り
交通費等を補助し、「流入生徒」に
手厚い援助をしています。隠岐島
前高校や海士町に学ぶ点は多いと
思います。
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他
に
勝
た
ん
と
欲
す
る
者
は
、
須
ら
く
先
ず
克
己
の
勇
気
を
興
起
す
べ
し
。
己
に
克
つ

こ
と
を
得
ざ
る
薄
志
弱
行
の
徒
は
、
安
く
ん
ぞ
能
く
他
に
勝
つ
こ
と
を
得
ん
や
。
苟
く
も

本
校
に
就
学
す
る
者
は
、
緊
褌
一
番
、
常
に
斯
の
気
を
鼓
舞
振
作
す
る
こ
と
を
要
す
。
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Ｓ
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鳥
取
中
央
育
英
高
校
の
生
徒
た
ち
が
２
月
12
日
、
東
京
新

橋
の
鳥
取
岡
山
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
、「
鳥
取
・
琴
浦
町
に

眠
る
謎
の
石
塔
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
同

窓
会
関
東
支
部
（
角
盤
会
）
の
会
員
ら
60
人
が
詰
め
か
け
、

会
場
満
杯
の
大
盛
会
で
し
た
。

　　

琴
浦
町
赤
碕
の
海
岸
部
に
広
が
る
西
日
本
最
大
の
自
然
発

生
型
「
花は
な
み
が
た

見
潟
墓
地
」
に
、
高
さ
約
３
㍍
、
宝
ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

篋
印
塔
形
式

を
持
つ
鎌
倉
時
代
の
石
塔

が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

同
墓
地
は
東
西
約

３
百
50
㍍
、
南
北
約
20
～

80
㍍
、
総
面
積
約
２
万
平

方
㍍
に
も
及
ぶ
。
こ
の
広

大
な
土
地
の
中
に
お
よ
そ

２
万
基
の
墓
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
。

　

こ
の
一
角
に
立
つ
石
塔

は
、
だ
れ
が
、
何
の
た
め

に
、
造
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。（
２
面
に
続
く
）

　

北
栄
町
の
本
庁
舎
（
由
良
育
英

高
跡
地
）
正
面
進
入
路
の
左
側
に

建
つ
。頌
徳（
し
ょ
う
と
く
）と
は
、

徳
を
ほ
め
た
た
え
る
こ
と
。
母
校

創
立
者
の
豊
田
太
蔵
先
生
と
、
父

の
偉
業
を
継
承
し
つ
つ
巨
費
を
投

じ
て
「
晩
登
塾
」
を
設
置
し
た
元

衆
議
院
議
員
・
豊
田
收
先
生
の
、

輝
か
し
い
業
績
を
永
遠
に
記
録
に

残
そ
う
と
建
て
ら
れ
た
。

　

除
幕
式
は
昭
和
38（
１
９
６
３
）

年
７
月
、
豊
田
收
先
生
ご
夫
妻
を

は
じ
め
親
族
、時
の
参
議
院
議
員
、

県
知
事
、
倉
吉
市
長
、
県
議
会
議

員
ら
が
参
列
し
て
行
わ
れ
た
。
建

設
費
は
約
２
百
万
円
（
当
時
）。

同
窓
生
を
は
じ
め
広
く
一
般
か
ら

の
尊
い
募
金
で
あ
っ
た
。

　

当
初
は
由
良
育
英
高
校
門
右
側

に
建
て
ら
れ
た
が
、
北
栄
町
の
前

身
大
栄
町
の
庁
舎
新
築
に
伴
っ
て

現
在
地
（
左
側
）
に
移
さ
れ
た
。

　

北
栄
町
が
生
垣
の
剪
定
や
除
草

に
努
め
ら
れ
、
手
厚
く
保
全
さ
れ

て
お
り
、
あ
り
が
た
い
。�

（
Ｓ
）

「流入生徒」にこそ助成を
同窓会長　佐伯　健二

東
京
で
探
究
成
果
を
発
表 
育
英
生
徒
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いくえい
を歩く

豊田父子
頌徳碑

探求学習の成果を発表する鳥取育英高の生徒たち
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「
こ
の
ま
ま
定
員
割
れ
が
続
け
ば

高
校
存
続
の
危
機
と
な
る
。
高
校
が

な
く
な
れ
ば
、
町
の
に
ぎ
わ
い
も
失

わ
れ
る
。
高
校
の
危
機
は
町
に
と
っ

て
も
大
き
な
危
機
だ
」。
北
栄
町
の

関
係
者
は
、
支
援
に
乗
り
出
し
た
動

機
を
率
直
に
語
り
ま
す
。
県
立
高
校

な
の
で
県
や
学
校
が
魅
力
化
づ
く
り

に
取
り
組
む
の
は
当
然
だ
が
、
地
元

北
栄
町
と
し
て
も
他
の
先
例
自
治
体

と
同
様
、
放
っ
て
お
け
な
い
と
支
援

強
化
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　

母
校
は
令
和
２
年
度
か
ら
定
員
割

れ
が
続
き
、
今
年
度
か
ら
１
ク
ラ
ス

減
の
１
学
年
１
２
０
人
体
制
に
。
普

通
コ
ー
ス
、
体
育
コ
ー
ス
の
２
コ
ー

ス
制
が
廃
止
さ
れ
、３
探
究
類
型(

未

来
、
社
会
、
ス
ポ
ー
ツ)

に
再
編
さ

れ
ま
し
た
。

　

北
栄
町
は
、
魅
力
づ
く
り
に
は
ま

だ
足
り
な
い
と
し
て
、
役
場
内
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
リ
ー
ダ
ー
・

岡
本
圭
司
副
町
長
）
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

魅
力
化
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
鳥
取
中
央
育
英
高
、
隣
り
の
琴

浦
町
と
連
携
し
、
短
期
的
に
は
志
願

倍
率
を
１
以
上
に
増
加
さ
せ
る
。
長

期
的
に
は
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を

高
校
や
地
域
と
と
も
に
描
き
、
そ
の

行
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

魅
力
化
の
第
一
段
階
は
、
母
校
が

先
駆
的
に
始
め
た「
地
域
探
究
学
習
」

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
す
。
具
体

的
に
は
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を

町
費
で
配
置
し
、
高
校
と
地
域
社
会

の
繋
が
り
を
よ
り
強
化
し
、
生
徒
の

成
長
を
支
え
て
い
く
体
制
を
構
築�

す
る
。

　

ま
た
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税（
寄

付
）
を
活
用
し
、
魅
力
化
事
業
に
充

て
る
考
え
で
す
。
先
進
県
で
は
、
地

域
住
民
が
「
〇
〇
高
校
を
応
援
す
る

会
」
を
組
織
し
、
こ
の
資
金
を
利
用

し
て
制
服
購
入
費
、
通
学
費
、
部
活

動
費
、
大
学
入
学
一
時
金
な
ど
の
補

助
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
例
も

あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
役
員
会
を
開
い
て
北

栄
町
か
ら
魅
力
化
事
業
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、「
応
援
す
る
会
」
の
立

ち
上
げ
な
ど
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
魅
力
化
事
業
」
予
算
化

　

鳥
取
中
央
育
英
高
校
が
立
地
す
る
北
栄
町
（
手
嶋
俊
樹
町

長
）
は
令
和
５
年
度
予
算
に
「
鳥
取
中
央
育
英
高
校
魅
力
化
事
業
」 

（
約
４
４
０
万
円
）
を
計
上
し
、
近
年
定
員
割
れ
に
苦
し
む
母
校
支
援

に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
同
窓
会
と
し
て
も
最
大
限
の
協
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

（
１
面
か
ら
続
く
）

　

「
花
見
潟
墓
地
」
の
石
塔
は
近
年
、

平
安
時
代
の
著
名
な
陰お
ん
み
ょ
う
じ

陽
師
、
安あ
べ
の倍
晴せ
い

明め
い
の
供
養
塔
で
あ
る
と
い
う
研
究
が
発

表
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

東
京
で
の
発
表
会
は
、
知
ら
れ
て
い

な
い
「
地
域
の
宝
」
に
光
を
当
て
、
観

光
振
興
や
関
係
人
口
の
拡
大
を
狙
っ

て
、
鳥
取
中
央
育
英
高
校
と
大
人
の
社

会
塾
「
と
っ
と
り
琴
浦
熱
中
小
学
校
」

が
企
画
。

　

同
高
２
年
（
当
時
）
の
鍛
治
木
涼
花

さ
ん
ら
が
、同
校
独
自
の
学
習
課
程
「
地

域
探
求
の
時
間
」
の
取
り
組
み
と
し

て
、
琴
浦
町
内
に
あ
る
花
見
潟
墓
地
や
、�

船
上
山
、
国
の
重
文
「
河
本
家
」
な
ど

で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
石
塔
の
謎
を
解
明
し

た
町
内
の
郷
土
史
家
、
小
谷
恵
造
さ
ん

宅
を
訪
ね
、
研
究
の
詳
細
を
聞
き
、
探

究
成
果
を
分
か
り
や
す
い
動
画
に
仕
立

て
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
石
塔
は
昭
和

31
年
に
県
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「
赤
碕
塔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
だ

が
、
も
う
一
つ
近
く
に
同
じ
形
式
を
持

つ
石
塔
が
あ
り
、
地
元
で
は
古
く
か
ら

「
セ
イ
メ
イ
、
ド
ウ
マ
ン
墓
」
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
小
谷
さ
ん
が
国
重

要
文
化
財
「
河
本
家
」（
琴
浦
町
箆
津
）

の
古
文
書
の
中
か
ら
供
養
塔
を
裏
付
け

る
重
要
資
料
を
発
見
。
平
安
時
代
に�

活
躍
し
た
著
名
な
陰
陽
師
、
安
倍
晴
明

と
蘆あ
し
や
ど
う
ま
ん

屋
道
満
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま

し
た
。

　

朝
廷
お
抱
え
の
晴
明
と
敵
役
で
知
ら

れ
る
道
満
。
特
に
天
才
陰
陽
師
と
名
高

い
安
倍
晴
明
は
陰
陽
道
に
よ
り
祈
祷

し
、
雨
を
降
ら
し
て
は
飢
餓
を
救
い
、

病
を
い
や
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
谷
さ
ん
は
、
花
見
潟
を
見
下
ろ
す

近
く
の
高
台
に
戦
前
ま
で
あ
っ
た
「
山

伏
松
」
に
注
目
。
平
安
時
代
の
初
期
ご

ろ
山
岳
仏
教
が
栄
え
、
修
験
道
の
山

で
も
あ
っ
た
「
船
上
山
」
と
も
関
連
付

け
て
、「
修
行
僧
（
山
伏
）
の
誰
か
が
、

安
倍
晴
明
ら
の
霊
力
や
呪
術
力
を
授
か

り
た
い
と
願
い
、
当
時
流
行
し
て
い
た

疫
病
退
散
を
祈
念
し
て
供
養
塔
を
建
立

し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
推
察
し
て
い�

ま
す
。

　

東
京
の
発
表
会
場
に
は
、角
盤
会
（
木

村
由
紀
雄
会
長
）
を
は
じ
め
東
京
鳥
取

県
人
会
（
福
井
宏
一
郎
会
長
）
の
会

員
ら
が
詰
め
掛
け
、
超
満
員
。
落
ち
着

い
て
堂
々
と
発
表
す
る
生
徒
た
ち
の
話

を
、
身
を
乗
り
出
し
、
に
こ
や
か
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

赤
碕
出
身
の
70
代
参
加
者
は
「
謎
の

解
明
は
大
変
興
味
深
い
。
帰
省
し
、
花

見
潟
墓
地
へ
行
っ
て
み
た
い
」
と
日
本

海
新
聞
に
投
稿
、
翌
月
に
は
現
地
訪
問

を
果
た
し
、
満
足
そ
う
で
し
た
。

超
満
員
の
盛
況

「
謎
の
石
塔
」
発
表
会

北
栄
町
が
支
援
に
本
腰

謎
の
石
塔（
赤
碕
花
見
潟
墓
地
）

参加者からも熱い感想が次々と
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▽本部　　（佐伯健二会長）	 北栄町由良宿291-１、鳥取中央育英高校内	 ☎0858（37）3211

▽関東支部（木村由紀雄支部長）	 千葉県佐倉市宮前1-2-11	 ☎043（486）5780

▽関西支部（竹本紀穂支部長）	 向日市上植野町地後13-１-601、山下勝雄方	 ☎075（935）0053

▽倉吉支部（横山尚登支部長）	 倉吉市福庭町１丁目532-16	 ☎0858（23）9434

▽三朝支部（中信貴美代支部長）	 東伯郡三朝町恩地217	 ☎0858（43）1098

▽東郷支部（山田政則支部長）	 東伯郡湯梨浜町藤津214-６	 ☎0858（32）1672

▽大栄支部（田中精一支部長）	 東伯郡北栄町由良宿175-１	 ☎0858（37）3751

▽東伯支部（伊藤喬支部長）	 東伯郡琴浦町下伊勢527-４	 ☎0858（52）2532

▽赤碕支部（宇田川隆良支部長）	 東伯郡琴浦町赤碕1923-８	 ☎0858（55）0604

▽西部支部（金田健司支部長）	 米子市上福原1373-８	 ☎0859（32）9103

同窓会本部
支部連絡先

　
近
く
の
支
部
へ
連
絡
を

取
っ
て
仲
間
に
入
っ
て
く

だ
さ
い
。

き
ょ
う
か
ら
同
窓
生
　
今
春
卒
業
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
会
員

今
し
か
で
き
な
い
全
力
で

�

谷
本　

海
（
３
Ａ
）

①�

同
窓
会
は
思
い
出

話
か
ら
近
況
の
話

を
ワ
イ
ワ
イ
楽
し

く
で
き
る
よ
う
な

場
に
し
た
い
で
す
。

②
部
活
や
勉
強
を
め
ん
ど
く
さ
が
ら

ず
、
た
っ
た
３
年
間
し
か
な
い
高

校
生
活
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
全
力
で
取
り
組
ん
で
最
高
の
３

年
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
は
楽
し
い
場
に

�

吉
田　

花
帆
（
３
Ａ
）

①�

高
校
生
活
を
振
り

返
っ
て
思
い
出
に

浸
り
な
が
ら
楽
し

く
話
せ
る
場
に
し

た
い
で
す
。

②
や
り
た
い
事
を
諦
め
ず
最
後
ま
で

貫
き
通
し
て
、
高
校
生
活
を
精
一

杯
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

悔
い
の
な
い
高
校
生
活
を

�

川
本　

明
莉
（
３
Ｂ
）

①�

卒
業
し
た
ら
み
ん

な
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
集
ま
り
に

く
い
の
で
集
ま

り
や
す
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い�

で
す
。

②
こ
れ
か
ら
進
路
の
こ
と
な
ど
で
大

変
な
こ
と
が
増
え
る
と
思
う
け

ど
、
高
校
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
、
学
校

行
事
と
両
立
し
て
悔
い
の
な
い
よ

う
に
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
絶
対
参
加
し
た
い

�

中
村
陽
菜
乃
（
３
Ｂ
）

①�

久
し
ぶ
り
に
み
ん

な
に
会
っ
て
思
い

出
話
を
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
私

は
絶
対
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
学
校
行
事
を
全
力
で
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
れ
と
同
時
に
自
分
の

進
路
と
向
き
合
っ
て
高
校
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
。

息
抜
き
も
大
切
で
す
よ

�

槻
村　

快
（
３
Ｃ
）

①�

お
酒
を
の
み
な
が

ら
楽
し
か
っ
た
思

い
出
や
、
今
の
自

分
の
こ
と
に
つ
い

て
語
り
た
い
。

②
勉
強
、
勉
強
と
い
わ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
息
抜
き
も
大
切
で
す
。

程
よ
く
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

同
窓
会
楽
し
み
で
す

�

中
川　

定
（
３
Ｃ
）

①�

卒
業
後
ど
ん
な
か

か
わ
り
を
同
窓
会

で
し
て
い
け
る
か

楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

②
頑
張
っ
て
学
校
生
活
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

苦
手
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

�

阿
弓　

湧
雅
（
３
Ｄ
）

①�

数
年
に
１
回
は
会

い
た
い
！

②�

い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
ほ
し
い
で
す
。
勉
強
や
部
活

で
も
自
分
の
苦
手
な
こ
と
や
、
出

来
な
い
こ
と
を
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
、自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
経
験
も
役
立
つ

�

林
原　

俊
（
３
Ｄ
）

①�

同
窓
会
は
１
年
に

１
回
は
絶
対
し
た

い
で
す
。

②
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
、
未
来

が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
自
分
の
選
択

し
た
こ
と
で
す
。
人
生
は
絶
対
値

と
同
じ
で
す
。
進
ん
で
も
マ
イ
ナ

ス
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
で

も
マ
イ
ナ
ス
な
経
験
も
い
つ
か
役

に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
学
校
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
春
、
母
校
を
１
０
９
人
が

卒
業
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

高
校
３
年
間
を
経
験
し
、
同
窓

会
の
仲
間
入
り
で
す
。
代
表
８

人
に
①
同
窓
会
へ
の
期
待
、
要

望
②
後
輩
へ
の
ひ
と
言
を
聞

き
ま
し
た
。
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高
校
時
代
は
人
生
１
番
の
ピ
ン

チ
。
父
の
突
然
の
死
で
一
気
に
苦

し
い
生
活
環
境
に
突
き
落
と
さ
れ
、

様
々
な
つ
ら
い
出
来
事
に
遭
遇
。
で

も
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
体
験

が
、
自
分
の
人
生
の
基
盤
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

耐
え
る
力
、
人
の
や
さ
し
さ
、
思

い
や
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
教
え

て
も
ら
い
、
勇
気
を
も
ら
い
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
何
か
一
つ
や

り
遂
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
湧

き
、
大
学
に
行
っ
て
勉
強
を
。
家
庭

の
状
況
か
ら
無
理
を
承
知
で
、
母
を

裏
切
る
形
で
東
京
へ
。

　

明
治
大
学
商
学
部
に
入
学
。
起
業

意
識
が
高
ま
り
、
卒
業
時
は
創
立
新

会
社
を
選
択
、
就
職
。
社

会
人
と
な
り
、
初
め
て
の

仕
事
が
新
設
部
門
の
販
売

促
進
の
業
務
。
仕
事
の
範

囲
が
多
種
で
、
幅
広
い
知

識
が
要
求
さ
れ
、
今
ま
で

以
上
に
知
識
を
積
む
必
要

が
あ
り
、
夜
は
建
築
の
勉
強
に
通
い

ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
仕
事
も
迅

速
・
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
る
よ
う
に
な

り
信
頼
が
得
ら
れ
自
信
が
芽
生
え
ま

し
た
。

　

30
代
に
な
る
と
、
新
し
い
商
品
の

開
発
・
販
売
に
携
わ
り
、
商
品
の
完

成
に
試
行
錯
誤
。
で
も
将
来
の
生
活

様
式
の
変
化
を
見
越
し
て
絶
対
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
と
気
持
ち
が
強
く
高

ま
り
、
何
と
か
新
商
品
を
完
成
。
と

こ
ろ
が
販
売
方
法
が
難
し
く
、
苦
労

の
連
続
。

　

悩
ん
だ
末
、
ま
ず
自
分
で
採
用
実

績
を
作
っ
て
見
せ
る
こ
と
が
肝
心
と

思
い
、
山
本
五
十
六
の
「
や
っ
て
み

せ
、
言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て
み

て
、褒
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か
ず
」

を
、
自
ら
販
売
を
手
掛
け
、
方
法
を

示
し
て
何
と
か
軌
道
に
。
今
と
な
っ

て
は
、
こ
れ
が
主
力
販
売
商
品
に
な

り
大
正
解
で
し
た
。

　

40
代
に
な
っ
て
、
会
社

に
新
し
い
事
業
と
し
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
が
創
設

さ
れ
た
。
そ
の
仕
事
を
任

せ
ら
れ
、
独
立
関
係
販
売

会
社
を
設
立
。
高
校
、
大

学
時
代
に
抱
い
て
い
た
起

業
の
希
望
が
叶
い
、
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
の
中
、
数
多
く
の
Ｖ

Ｉ
Ｐ
物
件
（
宮
内
庁
・
政

財
界
・
ス
ポ
ー
ツ
芸
能
各

分
野
の
著
名
人
宅
等
）
に
巡
り
合

い
、
取
り
組
み
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
伺
い
、視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。�

宮
内
庁
の
仕
事
で
は
、
秋
篠
宮
紀
子

様
の
ご
結
婚
に
伴
い
、
２
人
の
お
住

ま
い
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
赤
坂
御
苑
内

に
。

　

権
威
あ
る
建
築
の
先
生
か
ら
は
、

仕
事
も
大
事
だ
け
ど
、
遊
び
も
し
っ

か
り
や
り
な
さ
い
と
励
ま
し
の
言
葉

を
。
常
に
新
し
い
事
業
に
携
わ
ら
せ

て
頂
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
能
力

を
全
て
出
し
尽
く
し
、
精
一
杯
満

足
。
悔
い
を
残
す
こ
と
な
く
60
代
を

迎
え
、会
社
に
感
謝
し
な
が
ら
退
職
。

あ
っ
と
い
う
間
の
40
年
間
で
し
た
。

　

退
職
後
は
残
り
人
生
を
自
分
の
趣

味
で
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
、
高
校
時

代
の
卓
球
で
、
２
年
に
１
回
開
催

の
「
世
界
ベ
テ
ラ
ン
卓
球
選
手
権
大

会
」
に
参
加
。
こ
れ
ま
で
７
回
（
ド

イ
ツ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
内
モ
ン
ゴ

ル
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア
メ
リ
カ
）

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
大
会
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
選
手
と
の
試
合
で
大
接
戦
。

フ
ル
セ
ッ
ト
５
セ
ッ
ト
目
、
10
対
９

で
リ
ー
ド
。
相
手
の
ス
マ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ル
を
飛
び
込
ん
で
回
転
レ
シ
ー

ブ
で
拾
い
、
そ
の
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト

イ
ン
し
て
相
手
の
コ
ー
ト
に
。
ス
タ

ン
ド
か
ら
は「
ジ
ャ
パ
ン
牛
若
丸
！
」

の
声
援
。
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
！

　

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
大
会
で
は
、
中

国
選
手
に
完
敗
。
独
り
旅
で
は
大
平

原
で
外
国
20
選
手
と
「
北
国
の
春
」

を
合
唱
。

　

そ
の
後
、
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
た
行
き

た
い
気
持
ち
が
強
く
高
ま
り
、
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
な
け
れ
ば
と
、

日
々
健
康
維
持
に
努
め
、
仕
事
の
40

年
間
分
と
同
じ
く
ら
い
趣
味
を
楽
し

ま
な
く
ち
ゃ
、
っ
て
気
持
ち
。

　

で
も
、
80
歳
。
大
丈
夫
か
な
！　

目
標
を
持
て
ば
元
気
を
保
て
る
、
大

丈
夫
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら

の
昨
今
で
あ
る
。
品
性
品
格
を
大
事

に
し
て
、
活
躍
で
き
る
場
、
必
要
と

さ
れ
る
場
を
大
切
に
し
て
、
私
の
座

右
の
銘
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
心
に
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
運
動
、
休
養
、
食
事

を
心
掛
け
、
心
身
と
も
に
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
人
で
い
た
い
。
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る

妻
に
感
謝
し
な
が
ら
…
80
歳
を
心
豊

か
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
。

　

近
い
行
事
と
し
て
、
６
月
末
開
催

の
「
全
日
本
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
選

手
権
大
会
」
に
参
加
し
ま
す
。

支部めぐり

関東支部

（４）

卒
業
、上
京
し
て
60
年
　
い
ま
80
歳
に
！

�

米
村　

次
雄
（
Ｓ
36
）

退職後は趣味の卓球に打ち込む米村さん
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夢
、
希
望
　
人
生
は
楽
し
い

中
原　

大
輔

（
琴
浦
町
）

　

私
は
高
校
時

代
、
陸
上
競
技

部
に
所
属
し
て
お
り
、
１
年
生
の

秋
か
ら
入
寮
と
な
り
ま
し
た
。
幼

少
期
よ
り「
テ
レ
ビ
に
育
て
ら
れ
た
」

と
言
っ
て
い
た
私
に
は
、
テ
レ
ビ
の

な
い
生
活
に
耐
え
ら
れ
る
か
不
安

で
し
た
。

　

入
寮
時
は
退
屈
で
家
に
帰
り
た

い
気
持
ち
が
強
か
っ
た
で
す
が
、
楽

し
く
な
い
な
ら
楽
し
む
こ
と
だ
と

気
付
き
、
仲
間
達
と
い
た
ず
ら
や

考
案
ゲ
ー
ム
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
仲
間
達
と
楽
し
く
過

ご
し
た
お
陰
で
絆
が
深
ま
り
、
そ

し
て
苦
し
い
練
習
に
も
耐
え
ら
れ
、

全
国
高
校
駅
伝
準
優
勝
に
繋
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
障
が
い
者
就
労
支
援

施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

も
楽
し
む
た
め
に
何
を
す
る
か
？　

何
が
出
来
る
か
？
を
考
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
で
は
考
え
る
事
も
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
は
そ
れ
な
り
に
重
ね
ま
し

た
が
、
次
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
溢

れ
、
人
生
を
楽
し
む
た
め
に
今
も

新
し
い
事
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
て
い

る
の
も
高
校
時
代
の
寮
で
の
生
活

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

夢
、希
望
、理
想
を
持
ち
続
け
ま
す
。

　

「
年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老

い
な
い　

理
想
を
失
う
時
に
初
め

て
老
い
が
来
る
」（
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ウ
ル
マ
ン
）
…
だ
っ
て
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
結
成

綱
本　

朱
里

（
倉
吉
市
）

　

私
に
と
っ
て

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
は
、
自
己
基
盤
を
整
え
る
基
礎

と
な
っ
た
。

　

由
良
育
英
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

が
な
い
の
を
知
っ
て
い
て
入
学
し

た
が
、「
な
い
」
な
ら
作
れ
ば
い
い

と
同
好
会
結
成
を
模
索
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
１
学
年
上
の
先
輩
方
が

数
名
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
メ
ン
バ
ー
を
集
め
合
流
し
た
。

　

顧
問
を
探
し
、
本
格
的
に
活
動

を
開
始
し
た
が
、
学
校
の
体
育
館
、

部
室
は
使
用
不
可
の
た
め
、
町
の

体
育
館
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
活
動
実
績
を
積
み
、
３
年

生
の
時
に
男
子
部
が
中
国
大
会
に

出
場
し
た
こ
と
を
機
に
部
活
動
に

昇
格
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
30
年
、
廃
部
に
な
ら

ず
い
ま
だ
に
存
続
し
て
い
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
う
と
同
時
に
、
私
は

１
年
か
ら
女
子
部
の
部
長
兼
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
１
か
ら
作

る
こ
と
の
大
変
さ
を
こ
の
と
き
の

経
験
な
ど
か
ら
多
く
学
び
得
る
こ

と
が
で
き
、
あ
の
こ
ろ
関
わ
っ
て

く
れ
た
方
た
ち
に
感
謝
し
か
な
い
。

こ
の
経
験
は
社
会
人
と
な
っ
た
今

で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

私
生
活
で
は
、
波
乱
万
丈
だ
っ

た
が
、
子
ど
も
２
人
が
社
会
人
と

な
り
、
子
育
て
も
終
了
。
昨
秋
に

は
孫
も
で
き
、
自
分
時
間
を
こ
れ

か
ら
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い
る
。

未
来
へ
つ
な
が
る
「
縁
」

大
西　

知
美

（
北
栄
町
）

　

自
分
を
百
パ
ー

セ
ン
ト
解
放
し
て

い
た
高
校
時
代
、
お
し
ゃ
べ
り
好
き

な
私
が
選
ん
だ
の
は
「
放
送
部
」。

　

毎
日
の
発
声
練
習
は
、
黒
ぼ
く
の

大
地
が
広
が
る
ス
イ
カ
畑
に
向
か
っ

て
「
ア
エ
イ
ウ
エ
オ
ア
オ
‼
」。
苦

情
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

に
な
る
ほ
ど
の
声
量
で
（
笑
）、
そ

の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
全
国
大
会
で
東

京
・
沖
縄
に
行
け
る
こ
と
に
。
台
風

の
影
響
で
沖
縄
滞
在
が
一
日
延
び
、

ち
ょ
っ
と
得
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

　

私
達
の
学
年
は
修
学
旅
行
が
復
活

し
た
年
。
仲
間
と
の
九
州
の
旅
は
最

高
で
し
た
ね
♪

　

仲
間
の
お
か
げ
で
人
が
好
き
に
な

り
、
面
白
い
話
を
聞
き
出
し
た
い
！

そ
し
て
誰
か
に
伝
え
た
い
！　

高
校

時
代
の
そ
の
思
い
が
今
の
仕
事
に
就

く
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。
出

会
い
の
中
に
は
未
来
へ
つ
な
が
る

「
縁
（
え
ん
）」
が
た
く
さ
ん
溢
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
か
ら

取
材
依
頼
が
き
た
ら
、
恥
ず
か
し
が

ら
ず
に
応
じ
て
く
だ
さ
い
ね
！　

よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

不
安
を
抱
い
て
入
学

石
川　

悦
子

（
北
栄
町
）

　

ど
ち
か
ら
と
言

え
ば
運
動
は
苦

手
。
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、

体
育
の
授
業
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う

と
不
安
を
抱
い
て
入
学
し
ま
し
た
。

　

案
の
定
、
水
球
部
も
使
う
深
い

プ
ー
ル
で
の
授
業
は
泳
ぐ
の
が
苦
手

な
私
に
は
恐
怖
そ
の
も
の
（
笑
）。
先

生
に
お
願
い
し
て
端
に
し
て
も
ら
い
、

と
に
か
く
繰
り
返
し
泳
ぐ
と
い
う
授

業
に
な
ん
と
か
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
か
？
苦
手
な
平
泳
ぎ
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
あ
と

思
い
出
す
の
は
強
歩
大
会
。
陸
上
部

は
ス
タ
ー
ト
か
ら
走
り
、
私
た
ち
が

ヘ
ト
ヘ
ト
で
学
校
に
着
く
と
ト
ラ
ッ

ク
を
走
っ
て
い
て
び
っ
く
り
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

現
在
、
新
聞
社
に
勤
務
し
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
を
経
験
し
ま

し
た
が
、
運
動
が
苦
手
だ
っ
た
私
が

思
い
が
け
ず
ス
ポ
ー
ツ
取
材
を
担
当

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
後
輩
の
活

躍
は
う
れ
し
く
力
も
入
り
ま
し
た
。

と
に
か
く
楽
し
い
高
校
生
活
で
、
今

で
も
仲
が
良
い
友
達
に
も
出
会
え
ま

し
た
。
執
筆
の
機
会
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
高
校
生
活
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

人
生
で
特
別
な
期
間

田
中　

安
典

（
北
栄
町
）

　

高
校
時
代
は
、

自
分
に
と
っ
て
人

生
の
中
で
も
特
別
な
時
期
で
し
た
。

毎
日
、
友
達
と
の
学
校
生
活
、
授
業

や
部
活
動
、
生
徒
会
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
自
分
は
、

将
来
の
夢
や
目
標
が
は
っ
き
り
し
て

お
ら
ず
、
た
だ
た
だ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
青
春
と
は
い
え
、
悩
み

事
や
苦
労
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
友
達
関
係
や
恋
愛
、
進
路
な
ど
、

様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
自
分
自

身
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

今
、
高
校
時
代
を
振
り
返
る
と
、

あ
の
こ
ろ
の
経
験
が
自
分
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
す
。
高
校
時
代
に
培
っ
た

人
間
関
係
や
学
び
、
そ
し
て
充
実
し

た
日
々
を
通
じ
て
、
自
分
自
身
が
ど

う
あ
り
た
い
か
、
何
を
大
切
に
す
る

か
を
日
々
の
中
で
思
い
起
こ
し
ま
す
。

人物風土記人物風土記
（11）（11）

Ｈ５卒の巻
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か
し
こ
く

か
っ
こ
よ
く

か
せ
げ
る

　
　
果
樹
農
家
へ

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
横
山
尚
登
倉
吉

支
部
長
）

　

－�
現
在
の
役
職
名
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

鳥
取
中
央
東
郷
果
実
部
部
長
、
全

国
果
樹
研
究
連
合
会
会
長
の
任
に
あ

り
ま
す
。

－�

Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

様
々
あ
り
ま
す
が
、
特
に
梨
の

生
産
量
が
減
り
つ
つ
あ
る
現
状
の
中

で
、
梨
づ
く
り
の
将
来
性
を
切
り
開

く
事
業
と
し
て
「
松
崎
駅
南
梨
生
産

団
地
」の
造
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
平
成
26
年
に
農
水
省

の
補
助
金
を
得
て
始
め
た
も
の
で
、

そ
の
ね
ら
い
は
、
従
来
の
梨
栽
培
が

主
に
傾
斜
地
で
行
わ
れ
て
い
た
の
を

平
坦
な
土
地
で
栽
培
で
き
る
よ
う
に

し
、
作
業
の
機
械
化
・
省
力
化
を
進

め
る
と
い
う
も
の
で
す
（
土
地
は
耕

「
帰
っ
て
来
い
よ
！
」

　

私
が
高
校
を
卒
業
す
る
と
き
に
流
行
っ

て
い
た
歌
に
、
地
方
か
ら
都
会
へ
と
出
て

い
く
遠
距
離
恋
愛
の
歌
で
「
木
綿
の
ハ
ン

カ
チ
ー
フ
」
が
あ
り
ま
し
た
。
私
も
都
会

に
憧
れ
て
進
学
し
て
、
卒
業
後
に
鳥
取
に

帰
っ
た
当
時
を
思
い
出
す
曲
で
す
。

　

現
在
は
都
市
一
極
集
中
の
人
口
の
偏
り
、

地
方
の
衰
退
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、都
会
に
住
ん
で
い
る
人
に
「
帰
っ

て
こ
い
」
と
声
を
掛
け
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
こ
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
な
く
、

地
方
の
疲
弊
を
嘆
い
て
い
ま
し
た
が
、
地

方
か
ら
「
帰
っ
て
こ
い
」
と
声
を
か
け
る

こ
と
が
、
後
押
し
と
な
り
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ

な
が
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
短
期
間
で

も
地
方
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
方
の
再
発
見
や
、
帰
る
こ
と
を
阻
む
問

題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
困
難
な
問
題
は
本
当
に
解
決
で
き

な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
地
方
に
住
ん
で

み
る
と
、
暮
ら
し
や
す
い
環
境
、
都
会
に

は
な
い
魅
力
的
な
も
の
、
大
切
な
も
の
が

必
ず
あ
り
ま
す
。
地
方
の
誇
り
で
す
。
自

信
持
っ
て
「
帰
っ
て
こ
い
」
と
声
を
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

�

（
赤
碕
支
部
）

器
械
体
操
部
の
思
い
出

　

由
良
育
英
入
学
、
待
望
の
器
械
体
操
部

に
入
部
し
ま
し
た
。
新
入
部
員
は
８
人
で

し
た
が
、
気
付
け
ば
１
人
に
。
段
違
い
平

行
棒
・
跳
馬
・
平
均
台
・
床
の
練
習
の
日
々

は
、
体
の
痛
み
と
恐
怖
心
に
向
か
い
合
う

日
々
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

練
習
後
は
汽
車
に
乗
る
た
め
、
汗
と
炭

酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
滑
り
止
め
の
粉
）
ま

み
れ
で
制
服
に
着
替
え
駅
に
走
る
。
帰
宅

は
８
時
。
手
は
マ
メ
だ
ら
け
、
体
は
傷
と

痣
だ
ら
け
。
寝
床
に
入
る
の
が
唯
一
の
幸

せ
で
し
た
。

　

余
裕
の
無
い
高
校
時
代
…
で
も
そ
れ
だ

け
に
懐
か
し
く
愛
お
し
く
思
え
ま
す
。
同

級
生
の
い
な
い
孤
独
感
は
心
温
か
く
大
人

な
先
輩
方
が
取
り
払
っ
て
下
さ
り
、
元
気

で
優
し
い
後
輩
達
が
力
を
く
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
の
土
井
雅
子
先
生
に
は
、
入
部
か

ら
卒
業
、
普
通
科
か
ら
の
体
育
大
進
学
、

そ
し
て
今
も
な
お
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
で
は
ダ
ン
ス
を
専
攻
、
さ
ら
に�

数
年
の
ダ
ン
ス
研
修
後
地
元
に
戻
り
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ
を
ス
タ
ー
ト
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

高
校
３
年
間
は
心
身
共
に
甘
々
の
私
を

強
く
し
て
く
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
物
。�

今
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

�

（
三
朝
支
部
）

作
さ
れ
て
い
な
い
圃
場
を
活
用
）。

　

農
水
省
へ
は
全
国
果
樹
研
究
連

合
会
長
と
し
て
交
渉
に
あ
た
り
ま
し

た
。
交
渉
は「
耕
作
条
件
改
善
事
業
」

と
し
て
国
に
対
し
て
政
策
提
案
す
る

と
い
う
内
容
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
果

樹
の
栽
培
面
積
を
大
幅
に
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
、
梨
生
産
者
を
増
や

す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
主
張
し
た

も
の
で
す
。

　

交
渉
は
何
年
も
か
か
り
ま
し
た

が
、
や
が
て
農
水
省
も
前
向
き
に
な

り
事
業
提
案
し
た
「
松
崎
駅
南
梨

生
産
団
地
」
の
造
成
費
95
％
の
補
助

(

国
・
県
・
町
合
わ
せ
て)

と
い
う
大

き
な
予
算
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
坦
地
に
１・
６
㌶

の
果
樹
園
を
造
成
し
８
人
の
生
産
者

が
参
加
、
作
業
機
械
の
導
入
に
加
え

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
」（
※
）
と
い
う

画
期
的
な
技
術
も
取
り
入
れ
、
作
業

効
率
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
入
植
者

は
「
梨
つ
く
り
は
楽
し
い
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

－�
梨
栽
培
の
将
来
性
に
つ
い
て
語
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
新
た
に
２
㌶
の
生
産
団
地
を

造
成
計
画
中
で
す
。
新
規
の
参
加
希

望
生
産
者
は
10
人
で
、
梨
栽
培
未
経

験
の
若
者
や
県
外
か
ら
の
Ｕ
タ
ー
ン

組
も
含
ま
れ
て
お
り
、
事
業
は
望
ま

し
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
梨
は
儲
か
ら
ん
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
「
儲
か

る
！
」
の
で
す
。
現
在
は
主
に
関
東

地
方
に
出
荷
、「
二
十
世
紀
」
の
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
っ
と
し
た
食
感
が
受
け
て

い
ま
す
。
品
種
改
良
し
た「
新
甘
泉
」

は
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
台
湾
や
香

港
に
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

梨
づ
く
り
は
３
Ｋ
か
ら
５
Ｋ
「
か

し
こ
く　

か
っ
こ
よ
く　

か
せ
げ
る　

果
樹
農
家
」
＋
「
後
継
者
も
育
成
」

へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

我
々
は
先
達
が
築
き
上
げ
た
土
俵

で
梨
栽
培
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
は
そ
の
土
俵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
百
年
以
上
続
く
梨
文
化
を
後

世
に
引
き
渡
す
使
命
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

我
々
の
取
り
組
み
は
農
水
省
の
優

秀
事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

梨
づ
く
り
の
現
場
で
の
ス
マ
ー
ト
農

業
（
※
）
の
先
駆
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
梨
栽
培
に
関
心
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
：
苗
木
と
苗
木

を
接
ぎ
木
の
技
術
を
利
用
し
て
接

続
す
る
農
法
。

※�

ス
マ
ー
ト
農
業
：
ス
マ
ー
ト
ア
グ

リ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
略
語
。
農
業
人

口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の

社
会
問
題
を
背
景
に
ロ
ボ
ッ
ト
技

術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
て
、
省
力
化
・
精
密
化

や
高
品
質
生
産
を
実
現
す
る
等
を

推
進
し
て
い
る
新
た
な
農
業
。

�

（
倉
吉
支
部
）

西
か
ら
東
か
ら
～
会
員
は
今

寺地政明
（Ｓ49）

小松弘明
（Ｓ51）

御舩みゆき
（Ｓ54）
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初
日
か
ら
辞
め
よ
う
と

　

水
球
部
に
入
部
し
た
の
は
、
わ
か
と

り
国
体
の
開
催
年
（
Ｓ
60
年
）
で
、
１

年
生
の
７
月
最
初
の
土
曜
日
で
し
た
。

体
育
教
官
室
に
行
っ
て
、
ソ
フ
ァ
ー
に

座
っ
て
お
ら
れ
た
宍
戸
先
生
に
「
入
部

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
ら
、「
本

気
か
よ
」
と
横
に
転
げ
ら
れ
た
の
を
今

で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
土
曜
日
の
午
前
は
授
業
が

あ
り
、
午
後
か
ら
が
部
活
で
、
水
球
初

心
者
の
私
は
、
巻
き
足
の
練
習
と
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
泳
い
で
い
る
だ
け
で
し
た

が
、
午
後
７
時
過
ぎ
ま
で
の
練
習
で
、

も
う
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

部
活
の
帰
り
道
、歩
く
元
気
も
な
く
、

地
元
の
先
輩
に
肩
を
か
し
て
も
ら
い
な

が
ら
帰
宅
し
、
食
欲
も
風
呂
に
入
る
気

力
も
な
く
、す
ぐ
に
バ
タ
ン
キ
ュ
ー
で
、

初
日
か
ら
辞
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
厳
し
い
練
習
に
も

耐
え
、
３
年
生
の
時
に
は
北
海
道
Ｉ
Ｈ

と
沖
縄
国
体
と
最
高
の
舞
台
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
数
々
の
思

い
出
と
先
生
や
先
輩
後
輩
と
の
繋
が

り
、
少
々
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い

忍
耐
力
が
つ
い
た
こ
と
が
私
の
財
産
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
北
海
道
Ｉ
Ｈ
と
鹿
児
島
国

体
で
す
。
後
輩
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。�

（
大
栄
支
部
）

す
べ
ら
な
い
話

　

私
は
高
校
１
年
生
ま
で
は
中
学
か

ら
し
て
い
た
卓
球
部
に
入
っ
て
い
ま

し
た
が
、
厳
し
い
運
動
部
に
は
つ
い

て
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
何
か

は
部
活
に
入
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
、
放
送
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

　

高
校
３
年
の
時
、
全
国
高
校
生
ス

ピ
ー
チ
大
会
の
中
部
地
区
予
選
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
運
良
く
県
大

会
の
メ
ン
バ
ー
の
１
人
に
選
ば
れ
て

い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
す
が
（
笑
）、
他
校
の
先
生

が
う
ち
の
生
徒
に
権
利
を
譲
っ
て
く

れ
と
懇
願
さ
れ
て
、
友
達
に
も
慰
め

ら
れ
な
が
ら
泣
く
泣
く
諦
め
た
と
い

う
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

す
ご
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、
あ

の
時
の
放
送
部
で
つ
ち
か
っ
た
お

し
ゃ
べ
り
が
、
今
現
在
の
自
分
の
仕

事
に
役
立
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

あ
の
頃
の
友
達
と
昔
話
を
し
な
が

ら
、
あ
り
え
な
い
話
だ
よ
な
ー
、
と
、

今
で
も
笑
い
話
に
花
が
咲
い
て
ま

す
。

�

（
東
伯
支
部
）

在
校
生
へ
向
け
て

　

由
良
育
英
高
等
学
校
を
卒
業
し
、

何
年
経
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
窓
会
原

稿
の
依
頼
が
来
て
、
結
構
月
日
が
経

過
し
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
高
校
卒
業
後
、
龍
谷
大
学
に

一
浪
で
入
学
し
、
京
都
の
西
本
願
寺

で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
実
感
す
る
の
は
、
卒
業

は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
い
う
こ
と
で

す
。
今
ま
で
、
成
功
・
失
敗
と
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
失
敗
し
て
も
リ
セ
ッ
ト
さ

れ
る
の
が
卒
業
で
す
の
で
、
落
ち
込

ん
で
い
る
生
徒
さ
ん
も
も
う
一
度
、

初
心
に
か
え
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

思
い
出
話
は
苦
手
で
す
の
で
…
Ｓ

Ｍ
Ａ
Ｐ
の
世
界
で
『
ひ
と
つ
だ
け
の

花
』
と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

歌
詞
の
な
か
に
「
小
さ
い
花
や
大
き

な
花　

一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な

い
か
ら　

ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
に
な
ら

な
く
て
も
い
い　

も
と
も
と
特
別
な

オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
違
っ
て
も
そ
れ
が
当

た
り
前
で
す
。
人
は
性
格
が
違
い
、

運
動
能
力
な
ど
で
も
違
い
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、

チ
ー
ム
と
し
て
一
つ
に
な
れ
ば
、
強

力
な
力
を
発
揮
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
在
校
生
の
皆
様
の
ご

活
躍
を
陰
な
が
ら
見
守
っ
て
お
り
ま

す
。

　

原
稿
作
成
に
あ
た
り
、
同
窓
生
や

先
生
方
に
縁
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
ご
縁
に
感
謝
し
ま
す
。

�
�

（
琴
浦
町
浦
安
、
真
光
寺
住
職
）

出
会
い
の
お
か
げ

　

学
生
時
代
に
は
、
部
活
動
や
育
英

祭
な
ど
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

り
、
ま
た
、
友
人
に
出
会
う
こ
と
が

出
来
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
高
校
生

活
で
の
経
験
を
活
か
し
過
ご
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
、
現
在
、
地
域
金
融
機
関
で

あ
る
倉
吉
信
用
金
庫
に
勤
務
し
、
総

務
部
人
事
研
修
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
高
校
を
卒
業
し
、
福
岡
の
短
大

に
進
学
。
大
学
卒
業
後
に
地
元
に
戻

り
、〝
く
ら
し
ん
〟
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
他
業
種
で
総
務
や
人
事

の
仕
事
を
経
験
、
学
習
塾
で
の
室
長

も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
最
終
的

に
は
、
倉
吉
信
用
金
庫
に
戻
っ
て
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
方
々
と

の
出
会
い
の
お
か
げ
で
現
在
の
自
分

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

校
名
が
変
わ
り
ま
し
た
が
、
母
校

が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
た
り
す
る
と
、う
れ
し
い
で
す
。

同
校
出
身
で
あ
る
こ
と
で
た
く
さ
ん

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
ご
縁
を
大
切
に
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
倉
吉
市
虹
ヶ
丘
）

「
た
つ
み
の
会
」
開
催

　

５
月
12
日
付
の
日
本
海
新
聞
「
楽

し
い
仲
間
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
由
良
育
英
高
校
昭
和
34
年
卒
。

辰
年
と
巳
年
生
ま
れ
の
同
級
会
だ
か

ら
「
た
つ
み
の
会
」
と
命
名
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
３
年
ぶ
り
の
開

催
。
京
都
に
14
人
が
集
い
、
鳥
取
県

内
か
ら
も
２
人
が
参
加
。
昼
食
会
で

〝
光
輝
幸
齢
〟（
こ
う
き
こ
う
れ
い
）

の
生
き
生
き
と
し
た
近
況
を
ス
ピ
ー

チ
交
歓
さ
れ
た
と
か
。
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。�

（
編
集
部
）

会
員
は
今
～
西
か
ら
東
か
ら

小澤　靖
（Ｓ63）

藤谷顕正
（Ｈ５）

石亀陽子
（Ｓ58）

大嘉真里子
（Ｈ４）
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学校を応援します

㈱ホテルセントパレス倉吉
代表取締役

名越　宗弘
　

倉吉市上井町１丁目９－２
☎ 0858-25-8888

倉吉信用金庫
理事長

笠見　和則
（S48 卒）

倉吉市昭和町 1丁目 60 番地
☎ 0858-22-1111

善　正　寺
住職

妙泉　司
（Ｈ１卒）

倉吉市河原町 1720
☎ 0858-22-3556

山 本 印 刷㈱
代表取締役社長

山本　和宏

倉吉市広栄町 971 － 21
☎ 0858-47-0088

きしだ歯科クリニック
院長

岸田　宗丈
（H11 卒）

倉吉市福庭町１丁目 222
☎ 0858-24-5588

ＪＡ鳥取中央
東郷果実部

部長

寺地　政明
（S49 卒）

東伯郡湯梨浜町中興寺３４３番地
☎ 0858-32-2112

㈲アーク設計工房
代表取締役

藤原　賢治
（S50 卒）

倉吉市南昭和町９２
☎ 0858-47-0058

㈲アイ・カンパニー
代表取締役

伊藤　亮
（S51 卒）

米子市河岡 256-22
☎ 0859-27-6456

㈲伊 藤 清 掃
代表取締役

伊藤　喬
（S48 卒）

東伯郡琴浦町下伊勢 527-4
☎ 0858-52-2532

㈲三　立　芝
代表取締役

盛山　明
（S44 卒）

東伯郡琴浦町槻下 1054
☎ 0858-52-2026

㈱ヘ イ セ イ
代表取締役会長

種子　晋司
（S53 卒）

東伯郡琴浦町徳万 731
☎ 0858-53-0771

伊東家の食卓
代表

岸下（伊藤）真理
（S58 卒）

東伯郡琴浦町徳万 117-31
　

会
社
・
個
人
広
告
協
賛
金（
寄
付
）の
お
願
い

　

同
窓
生
の
皆
様
。平
素
は
県
立

鳥
取
中
央
育
英
高
等
学
校
同
窓

会（
晩
登
会
）の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、同
窓
会
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
活
動
協
力
金（
１
口
２
千

円
／
年
）の
取
り
組
み
を
始
め
、

年
間
約
１
５
０
万
円
の
浄
財
を

い
た
だ
き
、同
窓
会
報
の
年
２
回

発
行
と
配
布
先
拡
大
、同
窓
生
美

術
展
の
開
催
な
ど
に
力
を
入
れ

て
き
ま
し
た
。そ
の
う
え
で
、今

回
新
た
に「
会
社
・
個
人
広
告
協

賛
金
」（
１
口
１
万
円
）を
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
第
一
に
、令
和
３
年
度

よ
り
同
窓
会
の
事
業
を
一
層
充

実
さ
せ
る
べ
く
豊
田
太
蔵
先
生

の
精
神
を
汲
み
取
り
創
設
し
た

「
晩
登
会
奨
学
金
支
給
制
度（
給

付
型
）」を
安
定
的
に
継
続
さ
せ

る
た
め
で
す
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
で

経
済
的
に
困
窮
す
る
進
学
希
望

の
学
生
を
支
援
す
る
こ
と
を
狙

い
に
し
て
い
ま
す
。毎
年
２
人
の

卒
業
生
に
10
万
円
ず
つ
支
給
し
、

学
業
を
応
援
し
ま
す
。

　

母
校
入
学
生
徒
数
の
減
少
に

よ
っ
て
同
窓
会
財
政
は
厳
し
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
後

も
、こ
の
制
度
を
継
続
し
、さ
ら

に
学
校
活
動
援
助
費
、全
国
大

会
等
へ
出
場
す
る
生
徒
へ
の
激

励
費
を
一
層
充
実
さ
せ
た
い
と

願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、諸
事
多
難
な

折
、誠
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、晩
登
会
の
目
指
す
同
窓
の
学

生
を
支
援
す
る
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ご
協
賛
を
賜
り
た
く
、

こ
こ
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

協
賛
い
た
だ
き
ま
す
と
同
窓

会
報（『
晩
登
会
報
』年
２
回
発

行
）に
広
告
を
記
載
し
、会
員
の

皆
様
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。な

に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
窓
会
事
務

局（
電
話
０
８
５
８
―
37
―

３
２
１
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の

た
び
計
32
の
会
社
、個
人
の
方
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
同
窓
会
長　

佐
伯
健
二
）

母校鳥取中央育英高校の全景



（ 9）第56号 鳥 取 中 央 育 英

鳥取中央育英高等
ス リ ー ブ

代表

安谷　忠浩
（H２卒）

東伯郡琴浦町槻下 1051-17
☎ 0858-53-0796

㈲石 見 会 館
専務取締役

石見　貴志
（H12 卒）

東伯郡琴浦町徳万 443-1
☎ 0858-53-0303

三 朝 Ａ Ｃ
代　表

造酒　幸雄（S56 卒）
副代表

矢木　国夫（S62 卒）
東伯郡三朝町大瀬 921-7
☎ 080-5233-8956

㈲コナン・クリエイション
コナンズキッチン
　東伯郡北栄町由良宿 1293
「ベーカー商店街内」
☎ 0858-37-6000

㈲コナン・クリエイション
コナン探偵社

東伯郡北栄町由良宿 1414
「青山剛昌ふるさと館内」

☎ 0858-37-5500

「お湯・水・ガスのプロショップ」
㈱ヨ シ ム ラ

　　
東伯郡北栄町由良宿 551 番地２

☎ 0858-37-2052

学校法人 大阪産業大学 理事
一般財団法人　大阪倶楽部 理事

日本生命保険相互会社
元副社長

岡田　信吾（S39 卒）
兵庫県川西市平野 2-29-22

☎ 072-792-8048

同窓会関西支部
　

竹本　紀穂
（S42 卒）

大阪府高槻市塚原 6-3-35
☎ 072-693-8632

同窓会関西支部
　

山下　勝雄
（S38 卒）

京都府向日市上植野町地後 13- １-601
☎ 075（935）0053

同窓会関西支部
　

前田　道明
（S43 卒）

兵庫県伊丹市南野北 4-1-34-2
　

共 栄 商 事㈲
代表取締役

前田　永宣
（S44 卒）

東伯郡湯梨浜町旭 57 番地
☎ 0858-48-6011

㈱光コンサルタント
代表取締役

澤田　光康
（S53 卒）

東伯郡琴浦町赤碕 2540 番地 12 号
☎ 0858-55-1889

㈲高尾材木店
代表取締役

高尾　修治
（H７卒）

東伯郡琴浦町八幡 708
☎ 0858-55-0610

鉄板ふくもと
代表

福本　勝則
（H11 卒）

米子市米原 1454-9
☎ 0859-30-4964

㈱和星水産（海鮮どんぶり）

代表取締役

石谷　和也
（H16 卒）

東伯郡琴浦町別所 1030-1
☎ 0858-49-8031

㈲丸 正 商 店
代表取締役

宇田川　隆良
（S49 卒）

東伯郡琴浦町赤碕 1921-2
☎ 0858-55-0283

福祉医療機構　福祉医療貸付
特約火災保険指定代理店

㈱福祉医療共済会
代表取締役

矢田　宏人（S49 卒）
東京都渋谷区渋谷 3-12-22
渋谷プレステージビル５Ｆ

☎ 03-5466-0881

同窓会関東支部
　

鈴木　伸子
（S43 卒）

東京都調布市深大寺東町 4-19-17
　

同窓会関東支部
　

徳山　秀樹
（H12 卒）

埼玉県春日部市梅田 1-5-22-4
　

とっとり県美応援団
団長

佐伯　健二
（S44 卒）

東伯郡琴浦町赤碕 400-6
☎ 0858-55-0803
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（掲載は主に県大会・中国大会入賞・全国大会出場としました）（９～３月）

陸上部
□県高校総合体育大会駅伝競走
◇男子　５位
◇女子　オープン参加　３区まで
□中国高校駅伝競走対校選手権
◇男子　26位
□�第106回日本陸上競技選手権大
会室内競技2023日本室内陸上競
技大阪大会
◇U20女子
60m＝佐々木真歩出場▽60mH
＝⑤福嶋ひなた

ソフトテニス部
◇女子
□�県新人戦中部予選（９月17、18
日）
▽個人＝③富山・中西ペア
□県新人戦（10月29、30日）
◇団体１回戦＝敗退
◇�個人＝富山・中西ペアベスト
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バレーボール部
◇男子
□�全日本高校選手権（１月４日東
京体育館）
◇１回戦＝鳥取中央育英０（20-
25、22-25）２習志野
※育英は６年連続６回目、千葉・
習志野は16年連続39回目の出場
□�県高校新人大会（１月13、14日
米子工高）
◇予選リーグ＝鳥取中央育英２-
０倉吉東▽鳥取中央育英２-０鳥
取湖陵▽鳥取中央育英２-０青谷
（１位通過）
◇ベスト８トーナメント準々決
勝＝鳥取中央育英２-０鳥取東▽
準決勝＝鳥取中央育英２-０八頭
◇決勝＝鳥取中央育英１（25-18、
19-25、22—25）２米子工業
□�中国高校新人大会（２月４、５
日広島市東区スポーツセンター）
◇２回戦＝鳥取中央育英１（25-
21、16-25、21-25）２岡山・関西

◇女子
□�第75回全日本高校選手権県大会
（11月５、６日）
◇１回戦＝鳥取中央育英０-２八
頭
□県高校新人大会（１月13、14日）
◇予選リーグ＝敗退
◇敗者復活トーナメント１回戦
＝鳥取中央育英２-０米子東▽２
回戦＝鳥取中央育英０-２鳥取東

レスリング部
□中国高校選抜大会（１月28、29日）
◇男子
◇学校対抗戦＝③
◇個人対抗戦55㎏級＝②堀本健
斗▽71㎏級＝②和湯瑛希▽80㎏
級＝①松村康平▽92㎏級＝②芝
光琉
◇女子
◇個人対抗戦53㎏級＝②木井あ
いら

山岳部
◇女子
□�全国高校スポーツクライミング選
手権大会（12月24日　埼玉）
◇リード＝多月萠々菜（65位）
□�スポーツクライミング・ジャパン
ツアー・スピード第４戦（１月21
日　京都）
◇スピード＝②林かりん⑨多月
萠々菜

バスケットボール部
□�ウインターカップ2022令和４年度
第75回全国高校選手権県予選会
◇男子
１回戦＝鳥取中央育英35-107境
◇女子
２回戦＝鳥取中央育英49-72境
□�令和４年度県高校新人大会兼中国
高校新人大会県予選会
◇男子
部員不足のため不参加
◇女子

部員不足のため不参加

サッカー部
□県高校新人大会
◇１回戦＝鳥取中央育英・倉吉
北０-５鳥取西

バドミントン部
□県高校新人戦（11月11～13日）
◇男子
◇団体１回戦＝鳥取中央育英０-
３米子工業
◇個人ダブルス＝木下功貴・松
本陽ペア（１回戦敗退）
◇女子
◇団体＝部員不足のため出場せず
◇個人ダブルス＝澁谷花妃・岡
田世莉奈ペア（１回戦敗退）
◇同シングルス＝澁谷花妃（１
回戦敗退）

美術部
□�令和４度第37回県高校総合文化
祭美術・工芸展
◇連盟賞＝門田健太郎（１年）

新聞部
□第4４回県高校新聞コンクール
◇優秀賞
※全国高総文祭鹿児島大会（７
／29～８／４）に鳥取県代表枠
として出場決定。

書道部
□�第42回近畿高校総合文化祭和歌
山大会（11月18～20日）
◇出場＝山根茅乃（３年）
□第54回県高校書道展
◇連盟賞＝池田有紀（２年）
※第43回近畿高等学校総合文化
祭三重大会出場決定。

令和４年度部活
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新
聞
で
見
る
育
英

【国公立大学】４人＝公立鳥取環境大学・
山陽小野田市立山口東京理科大学（２）・北
九州市立大学
【私立大学】55人＝鳥取看護大学（４）・流
通経済大学・日本大学・日本体育大学・金
沢工業大学（２）・京都先端科学大学（２）・
立命館大学・追手門学院大学（２）・大阪学
院大学・大阪産業大学（９）・大阪商業大学
（２）・大阪成蹊大学・大阪体育大学・大阪
人間科学大学・阪南大学（４）・桃山学院大
学（２）・大手前大学・神戸学院大学・流通
科学大学（３）・奈良大学・岡山商科大学・
岡山理科大学・環太平洋大学（８）・吉備国
際大学・四国大学（２）・九州共立大学
【短期大学】16人＝鳥取短期大学（14）・
京都経済短期大学・大阪成蹊短期大学
【看護医療系専門学校】16人（修学年数３
年以上の学科）＝鳥取県立鳥取看護専門学
校（２）・鳥取県立歯科衛生専門学校（５）・
鳥取市医療看護専門学校（５）・ＹＭＣＡ米
子医療福祉専門学校・京都第一赤十字看護
専門学校・関西看護専門学校・玉野総合医
療専門学校
【各種専門学校等】25人＝鳥取県立農業大
学校・鳥取県産業人材育成センター米子校・
鳥取市医療看護専門学校・日本海情報ビジ
ネス専門学校（５）・京都栄養医療専門学校・
大阪ビジネスカレッジ専門学校・大阪ベル
エベルビューティー＆ブライダル専門学校・
関西美容専門学校（３）・グラムール美容専
門学校（３）・ハンタンクリエイターアカデ
ミー大阪校（４）・松江栄養調理製菓専門学
校・専門学校ビーマックス・広島リゾート＆
スポーツ専門学校（２）
【公務員】１人＝航空自衛隊自衛官候補生
【民間就職】11人＝㈱加登脇建設（２）・大
山乳業農業協同組合・㈱米久おいしい鶏・
㈲中井電機製作所・㈱日の丸西濃運輸倉吉
営業所・㈱流通・㈱リサ･クリエイティブプ
ロダクツ・福庭金物工業・㈱九十九商事・
㈱ナニワ電装

※�新聞記事はいずれも日本海
新聞に掲載されたもので
す。（日付は掲載日）

相手は16年連続39回目出場の千葉・習志野
（2023.1.5）

快挙！６年連続６度目の頂点
（2022.11.7）

「地域探究の時間」で学習した内容を北栄町長に提案
（2023.1.26）

パリ五輪目指す林かりん選手
＝今春卒業（2022.11.22）

令和５年春 進路

個人戦でも育英勢の活躍が光った
（2023.2.1）
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初
め
て
の
試
み
で
す
が
、
事
業
先
（
法

人
、
個
人
）
の
広
告
協
賛
金
を
お
願
い

し
て
、
本
号
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

本
校
の
入
学
生
徒
数
が
３
年
連
続
で

定
員
割
れ
と
な
り
、
同
窓
会
の
運
営
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
改
善

策
の
一
つ
と
し
て
、
会
員
が
経
営
さ
れ
て

い
る
事
業
先
等
に
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
趣
旨
を
ご
理
解
し
て
頂
き
、
32

先
か
ら
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
急
な
お
願
い
の
た
め
、
趣
旨

が
行
き
届
か
な
く
、
丁
寧
さ
が
不
足
し
て

い
た
と
お
叱
り
を
受
け
た
先
も
あ
り
ま

し
た
。
紙
面
で
は
あ
り
ま
す
が
、反
省
し
、

教
訓
と
し
て
今
後
に
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
号
か
ら
会
報
の
印
刷
を
山
本
印
刷

㈱
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
年
２
回
の
発
行
に
尽
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
前
田
）

同窓会活動協力金寄付者一覧
（令和４年10月24日～令和５年４月24日）

　

晩
登
会
総
会
は
８
月
11
日
（
山
の

日
＝
祝
日
）
午
後
、
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
す
。
総
会
後
は
懇

親
会
を
予
定
。
担
当
幹
事
学
年
は
、

Ｓ
59
、
Ｈ
４
、
Ｈ
12
。
開
催
案
内
の

詳
細
は
、
後
日
母
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
行
い
ま
す
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

第
８
回
鳥
取
中
央
育
英
同
窓
生
美

術
展
は
６
月
30
日(

金)

か
ら
７
月
６

日(

木)

ま
で
母
校
敷
地
内
の
豊
田
記

念
会
館
で
開
か
れ
ま
す
。

　

洋
画
、
彫
刻
、
版
画
、
工
芸
、
書
、

写
真
な
ど
多
数
展
示
予
定
。
入
場
無

料
。
今
回
は
、
同
窓
生
美
術
展
創
設

に
貢
献
さ
れ
た
故
廣
田
九
徳
氏
（
Ｓ

32
卒
、工
芸
作
家
）の
遺
作
コ
ー
ナ
ー

も
特
別
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

　

同
窓
会
は
４
月
27
日
、
母
校
で
令

和
４
年
度
晩
登
会
奨
学
生
選
考
委
員

会
を
開
き
、
次
の
２
人
を
選
び
ま
し

た
。（
カ
ッ
コ
内
は
進
学
先
。敬
称
略
）

　

田
村
佑
市
郎
（
京
都
先
端
科
学
大

学
）
森
田
飛
琉
（
立
命
館
大
学
）

　

２
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
10
万
円
が

給
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
は
３
人
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
選
考
に
は
同
窓
会
長
、
会
長

代
行
、
担
当
副
会
長
が
当
た
り
、
晩

登
会
奨
学
金
規
定
に
沿
っ
て
総
合
判

断
し
ま
し
た
。

　

晩
登
会
奨
学
金
は
、
卒
業
後
の
勉

学
の
た
め
経
済
的
支
援
を
必
要
と
す

る
卒
業
者
に
対
し
て
支
給（
給
付
型
）

さ
れ
ま
す
。
克
己
の
徳
を
備
え
た
人

間
力
豊
か
な
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
発
足
。
県
内

の
他
学
校
に
は
な
い
独
自
の
取
り
組

み
で
す
。

同
窓
生
美
術
展　
６
月
30
日
～

晩
登
会
奨
学
生
決
定

田
村
さ
ん
、
森
田
さ
ん

定
例
総
会
は
８
月
11
日

▽
プ
レ
ゼ
ン
ト
情
報
△

編
集
後
記

　

同
窓
会
報
の
感
想
や
、
同
級
会
、
ク

ラ
ス
会
開
催
な
ど
の
情
報
を
同
窓
会
事

務
局
へ
郵
送
あ
る
い
は
フ
ァ
ク
ス
で
寄

せ
て
く
だ
さ
い
。
毎
回
発
行
時
に
10
人

の
皆
様
に
「
あ
ご
入
り
鰹
ふ
り
だ
し
」

セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
㈱
ヘ

イ
セ
イ
（
琴
浦
町
、
種
子
晋
司
会
長
＝

Ｓ
53
卒
）
の
提
供
で
す
。

〒
６
８
９–

２
２
９
５　

北
栄
町
由
良

宿
２
９
１
の
１
、
鳥
取
中
央
育
英
高
校

内
、
晩
登
会
事
務
局
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８
５
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２
１
２

S20伊田美和子　S21秋山寿
雄　S22種子真一　S28大久
保良顯　川上祐一　S30竹信
武　S31森田秀雄　S32田中
鍛　定常征功　S33村岡洋次　
梅田三喜子　石田裕通　山脇
榮一郎　S34福光正子　黒川
里津子　柴垣久美子　前田廣
行　佐渡本多津恵　林充子　
上山寛光　福嶌知恵子　門脇
公雄　大谷道江　小橋士郎　
池口滋　今西玉江　牧野紀史　
山村鉄郎　早川玲子　中原
正　相見槻子　岡﨑坦　桑田
紀代　S35徳岡大勝　山根邦
重　田中洋一　大田操　S36
宮本哲夫　S37天野敏光　流
田正義　S38紙徳豊　斉藤俊
子　馬渕義則　S39佐伯佳子　
岡田信吾　津村敦子　橋本和
男　S40山口稔　德田正　平
井隆　S41杉信民子　高塚俊
蔵　小橋美由紀　山崎盈二　
井中信一　杉山京子　飯田正
征　高力賢一　山口悠紀子　
染川磯一　S42家森俊幸　中
井知子　杉山和恵　竹本紀穂　
谷口厚史　灘本憲夫　佐藤
学　新保　S43鈴木伸子　福
嶋保久　八幡伸八　高尾くみ
子　平野聖博　岡﨑功　S44
渡辺尊博　竹中由右子　木本
準一郎　中田延章　山本章
則　西本美紀　菊井澄男　井
上康裕　竹歳茂機　石賀美知
子　濱垣治郎　竹内良子　仲
倉洋子　長尾麻里子　小谷
敬惠　佐伯恵美子　佐伯健

二　竹田博志　福井敏光　岩
田典子　稲墻裕子　S45長谷
川和文　近藤敏夫　S46中川
康子　黒田俊一　前畑宏志　
S47黒松悟司　井上泰子　野
坂裕一　椿千枝美　金田健司　
S48長棟信泰　浪花良明　種
子俊彦　S49飯田綾子　山田
政則　S50茂住豪一　吉村賢
一　Ｓ51宮本卓行　本庄克
則　向陽寛孝　伊藤裕章　小
松弘明　川元美千代　田中祥
一　S52竹中哲喜　出西善美　
S53竹信敏彦　宍戸靖雄　倉
繁良文　井川敦雄　田中博幸　
福留明富　牧野幸代　S54門
脇博　稲毛靖　S56造酒幸雄　
伊達浩二　原田昌和　東有香　
髙橋義博　S57齋尾紀幸　村
岡亜樹　S58野間田早苗　岡
本勇人　竹内善一　渡邉文世　
小林和臣　藤井昭恵　S59米
田欣司　S60盛山剛　S62鳥
飼敏博　矢木国夫　S63大前
直美　細田智義　H1妙泉司　
H2倉本秀樹　山根隆治　H3
真也加玲世　植原靖仁　道
祖尾友則　堀尾典臣　H5中
原大輔　H11秋山佳栄　H12
佐々木裕介　泉竜治　H13中
原浩之　山田哲也　H15山田
良二　H17山田啓文　H18森
田竜介　R3深田健太　卒業生
以外伊東秀子　

昨年の同窓生美術展


